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【科学研究費補助金審査部会における所見】 
本研究領域は、日本が開発した地球深部探査船「ちきゅう」を用いて海溝型巨大地震発生帯である南

海トラフの超深度掘削を行い、断層物質の採取・分析及び孔内観測を世界で初めて実施することにより、

プレート境界で発生する海溝型巨大地震に対する全く新しい描像を得ようとするものである。この種の

研究は世界初であり、これまで世界をリードしてきた我が国の地震研究をさらに発展させることが期待

できる。超深度掘削は統合国際深海掘削計画（IODP）との密接な連携によって遂行されるものではあ

るが、回収試料及びデータの分析・解析に係わる科学研究の実施の必要性・緊急性はきわめて高い。ま

た領域代表者のリーダーシップ及びマネジメントについては十分な実績がある。本研究領域は、巨大地

震の発生機構を理解するための基礎研究として、我が国が実施するメリットが十分にあり、これまでに

ない画期的な成果を上げることが期待される。 
 


